令和元年10月23日

調　査　報　告　書（各委員提出用）
委員会名：企画建設常任委員会　　　　　　　　　　　　　報告者：　林　高正　　　 eq \o\ac(○,印)
	視察先：　東京都板橋区

　ハッピーロード大山商店街
	視察日：　　　10　月　17　日

	視察の目的・本市の課題
　ハッピーロード大山商店街の中にある「とれたて村」で、庄原市の農産物等を販売して貰うことができるかという、可能性を探るための視察であった。

	視察で参考となった事項

　日本全国には数多くの商店街がありますが、一部の商店街を除くとその殆どはシャッター街と化しています。今回視察した、ハッピーロード大山商店街の始まりは昭和21年ですが、その時々に知恵を出しながら今でも211の加盟店が営業している稀な商店街と言えます。商店街の実施事業として特に有名なものに「全国ふる里ふれあいショップ　とれたて村」事業（商店街の中の1店舗営業）があります。「とれたれ村」の目的とコンセプトですが、商店街は地方の魅力を活用、地方の市町村は町の宣伝・物品販売・観光誘客・交流人口増加、板橋区は田舎暮らし機会の提供・住民サービス向上であり、3者が相互にメリットのある仕組みを構築することにあります。
　現在、参加自治体は13で、物販も重要ではありますが、ふるさとイベント（貸店舗活用）を実施したり、提携市町村と住民の交流事業により、「商店街の賑わいづくり」と「地域の活性化」が図られています。ふるさとイベントは年間で約200回開催されており、参加自治体以外にも多くの市町村がふるさとイベントを開催しています。私たちが視察に伺った時には、三重県四日市市がふるさとイベントを開催されていました。

	提言・その他（庄原市の施策にどのように生かすことができるか など）
　先ずは、ふるさとイベントにお試し出店することから始めたらと思います。「とれたて村」は、少量多品種販売が基本だそうですので、そんな点にも気を配りながら品揃えすれば、自ずと売れ筋は見えてくると思います。デパートで良く開催される、「ふるさとフェア―」を大山町商店街の貸店舗を活用して行う感じです。店舗利用料は、1日11000円と売上の10％のロイヤリティーで、冷凍冷蔵庫など什器備品は備え付けを無料で使えます。
　先ほど書いた四日市市などは、アンテナショップ的な活用で、年に数回（決まった月に）ふるさとイベントを打っているそうです。これから年末にかけては全て埋まっているそうで、中には、1日20万円以上の売上をするまちもあるとのことでした。

　実際に「とれたて村」に出店する場合、月額4万円（税別）の参加会費が発生しますが、物販だけでない商店街や板橋区との交流事業に魅力を感じました。中には修学旅行生の商店街訪問や板橋区の全小中学校に「とれたて村」で扱っている食材を提供しているとのことで、庄原市の食材を何としてもアピールすべきと考えます。


